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令和２年６月１６日 

利用者各位 

豊田市コンサートホール・能楽堂 

 

新型コロナウイルス感染拡大予防を踏まえたご利用時の留意点について 

 

「愛知県新型コロナウイルス感染拡大予防対策指針」を踏まえ、以下のとおり豊田市コンサート

ホール・能楽堂利用に関する留意点をまとめましたのでご確認ください。 

 

１ 利用の条件 

 

２ 利用する際のお願い 

（１）関係者向け 

●利用前 

来館予定者の健康状態等を事前に把握し、以下に該当する場合は来館を控えてください。また、 

マスクの着用等基本的な衛生対策を施して来館するよう周知してください。 

●連絡先の把握 

感染が発生した場合の経路特定のため、来館者の氏名及び緊急連絡先を把握してください。ま 

た、その情報は必要に応じて保健所等の公的機関へ情報提供することの承諾を得てください。 
 

●来館時 

エレベーターは人数制限を設けています（最大 4名まで）。お体の不自由な方等の利用を優先 

していただき、可能な限りエスカレーターや階段を使ってください。 

 

 

・３密の防止、マスクの着用等基本的な衛生対策を徹底すること。 

・別紙「利用制限目安値」以内の利用人数であること。 

・感染が確認されたときに備え全ての利用者（来場者）の連絡先が把握できること。 

・国内の感染拡大状況等により、急遽利用が中止になる可能性があることを了承できること。 

・37.5℃以上の発熱がある、又は発熱が続いている場合 

・咳や咽頭痛など風邪の症状がある場合 

・過去 2週間以内に感染症拡大の国、地域に訪問歴があった場合 

・次の症状に該当する場合 

 咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁・鼻閉、味覚・臭覚障害、目の痛みや結膜の充血、 

頭痛、関節・筋肉痛、下痢、嘔吐 
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●当日の対策 

各施設の「利用制限目安値」以内の利用をお願いします。また、以下の点にもご注意ください。 

・咳エチケット、マスク着用、手洗い・手指の消毒の徹底 

・社会的距離の確保、私語の自粛 

・換気対策（扉を空けておく） 

※体調不良者がでた場合は、速やかに別室へ隔離するとともに、ホール職員へご報告ください。 

 

●関係者（出演者）の感染防止対策 

  関係者（出演者）の体調管理に努めるよう以下の点にご注意ください。 

  ・検温測定の実施や体調不良時の自粛 

  ・ケータリング等の感染防止対策 

  ・楽屋等「利用制限目安値」の範囲内での利用 
 

●舞台 

舞台上においても可能な限り社会的距離を確保するとともに、換気強化のため、上手、下手の

扉を開放してください。 

 

●消毒 

 撤収の際は、利用時間内に『使用した備品及び設備のアルコール消毒』をお願いします。消毒

液及びフキンは当館でご用意いたします。 

詳細個所については利用時（打合せ時）にお知らせいたします。 

※来場者が入れ替わる場合等、特殊な場合は当館と協議し決定します。 

 

●利用後 

  来館者の感染が確認された場合は、速やかに当館までご連絡ください。 

 

 

 

オーケストラ/吹奏楽の楽器配置について《推奨》 

・弦楽器の椅子の距離 1.5ｍ 

・管楽器の椅子の距離２ｍ、使い捨てティッシュ又は布による水分（唾）除去 

 と金管楽器はアクリル防護版の用意 

・打楽器の椅子の距離 1.5ｍ、楽器と付属品共有の回避 

・ハープと鍵盤楽器の椅子の距離 1.5ｍ 

・指揮者の距離は団員に対して練習時は 2m、本番時は 1.5ｍ 

 ※以上の推奨は一時的な措置とし、詳細は当館と協議し決定します。 
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（２）一般来場者向け 

●利用前 

一般来場者に向け、以下に該当する場合は来館を控えていただくとともに、マスクの着用等基

本的な衛生対策を施して来館するよう可能な限り周知してください。 

●来館方法 

  関係者向け同様、エレベーターは人数制限を設けています。（最大 4名まで）お体のご不自由な 

方に優先的にご使用していただき、できる限りエスカレーターをお使いいただくようご案内くだ 

さい。 
 

 ●来場者の入場 

  ホール入口が密にならないような工夫をしてください。 

   例：行列ができないように開場時間を早める。 

：9階から分散して入場する（9階交流ロビーを利用予定の場合）など 
 

 ●検温の実施 

入場の際は来場者の検温と体調確認を実施ください。37.5℃以上の発熱がある場合は入場制限 

をお願いします。 
 
 
 

●来場者の連絡先把握 

感染が発生した場合の経路特定のために来場者の氏名及び緊急連絡先を把握してください。 

   例：来場者へ記入を依頼する様式の用意など 
 

●入場時の感染予防対策 

・咳エチケット、マスク着用、手洗い・手指の消毒の徹底 

※各入口にアルコール消毒液を設置してあります。それ以外で必要な場合はご用意ください。 

・チケット確認やパンフレット配布の工夫 

例：チケットもぎりは来場者がもぎり、関係者が確認する 

   例：パンフレットの手渡しを行わず、来場者が手にとる 

  ・クロークは使用せず、荷物等を客席においてもらう 

  ・換気対策のため、ホール入口扉を空けておく 
 
 

・37.5℃以上の発熱がある、又は発熱が続いている場合 

・咳や咽頭痛など風邪の症状がある場合 

・過去 2週間以内に感染症拡大の国、地域に訪問歴があった場合 

・次の症状に該当する場合 

 咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁・鼻閉、味覚・臭覚障害、目の痛みや結膜の充血、 

頭痛、関節・筋肉痛、下痢、嘔吐 
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●開演までの時間と休憩時の感染予防対策 

社会的距離の確保の工夫をお願いします。また、場内アナウンス等で「私語の自粛」をお願い

してください。 

例：長めの休憩時間を設けてトイレの混雑の回避等の工夫 

例：客席ゾーンごとに分散したトイレ休憩の工夫 

例：9階交流ロビーのトイレの活用（９階交流ロビーを利用予定の場合） 
 

●カフェ営業の中止 

感染防止のためカフェでの飲食の提供は自粛ください。 
 

●公演本番での感染予防対策 

場内の換気対策に努めてください。 

例：本番時間が長い場合は一定の間隔で換気時間を設ける（推奨） 

例：バルコニー席用の扉を空けておく（推奨） 

例：舞台上手と下手の扉を空けておく（推奨） 
 

●座席の社会的距離の確保 

席数は「利用制限目安値」の範囲内にまでとしてください。以下の点にもご注意ください。 

・最前列は感染予防措置がとれるように空けておく 

・1席以上間隔を空けて使用する 
 

●終演後の退場 

公演終了後はエレベーターやエスカレーターの混雑が予想されます。場内アナウンスや誘導を 

実施して密を回避する退場の工夫をお願いします。 

例：客席ゾーンごとの退場にする 

例：退場の動線を一方通行にする 
 
 

  ●その他 

  場内アナウンスや掲示物で「密を回避する」ご案内に努めてください。また、密が発生しやす 

い以下の事柄は工夫や自粛をお願いします。 

  ・関係者のプレゼントや差し入れ 

  ・物販 

・打ち上げ 
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参考：豊田市コンサートホール・能楽堂が講じる対策 

 

３ 使用料・付属料金 

施設の使用料・付属料金の減免措置はありません。 

 

４ 利用打合せ 

  本番を伴うご利用の際は別紙「新型コロナウイルス感染拡大予防の運営計画」を持参の上、 

 早めの打合せをお願いします。 

・施設毎の利用人数制限 

・利用前の定期的な清掃とアルコール消毒の実施 

・新型コロナウイルスに関する注意喚起文の掲示 

・「非接触電子温度計」の貸し出し（予定）※台数には限りがあります 

・館内出入口へのアルコール消毒液の設置 

※楽屋、ロビー等は必要に応じて主催者様がご用意ください 



１．一般来場者の対策

□ 利用前の対策（健康管理、利用の条件、来館方法）

□ 来場者の入場の工夫

□ 検温の実施

□ 来場者の連絡先の把握

□ 入場時の感染予防対策

□ 開演までの時間と休憩時の感染予防対策

□ カフェ営業の中止

□ 公演本番での感染予防対策

□ 座席の社会的距離の確保　※席数は「利用制限目安値」の範囲内

□ 終演後の退場の工夫

□ アナウンスや掲示物での「密を回避する」ご案内

□ 関係者の差し入れの自粛

□ 物販の自粛

□ 打ち上げを実施する場合の工夫

□ 利用前の対策（健康状態、事前の周知、連絡先の把握）

□ 当日の対策（人数制限、利用の条件、感染対策）

□ 舞台上の対策（社会的距離、換気など）

□ 設備などの消毒の実施

□ 利用後の対策

※打合せ時にご持参ください。

２．関係者・出演者の対策

新型コロナウィルス感染拡大予防の運営計画

●3つの密（密閉空間・密集場所・密接場面）を回避する方策の検討

●3つの密（密閉空間・密集場所・密接場面）を回避する方策の検討

　上記の対策に努めます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　団体名：　　　　　　　　　　　　　代表者：　　　　　　　　　　連絡先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　


